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「東京ビエンナーレ2023 はじまり展」第2弾
Slow Art Collective Tokyo開催のお知らせ

2022年11⽉吉⽇

⼀般社団法⼈東京ビエンナーレは、「東京ビエンナーレ2023 はじまり展」第2弾として、オーストラ
リアの芸術集団・Slow Art Collective（スローアートコレクティブ）による⽇本初のプロジェクト
「Slow Art Collective Tokyo」を、2022年11⽉14⽇（⽉）より東京・⼤⼿町の東京サンケイビルで開
催します。

名称 東京ビエンナーレ2023 はじまり展 第2弾「Slow Art Collective Tokyo」
会期 2022年11⽉14⽇（⽉）〜12⽉2⽇（⾦）

時間

みて参加 ｜11⽉14⽇（⽉）〜16⽇（⽔）10時から17時
つくって参加｜11⽉17⽇（⽊）〜12⽉2⽇（⾦）

平⽇12時から18時半、⼟⽇祝11時から17時
※天候により変動することがございます。あらかじめご了承ください。

会場 東京サンケイビル⼤⼿町仲通り側（東京都千代⽥区⼤⼿町1-7-2）
主催 ⼀般社団法⼈東京ビエンナーレ

⼀般社団法⼈東京ビエンナーレ

持続可能性や多⽂化共⽣をテーマに、⽵やロープなどの⾃然素材と、街で拾い集めたものを⽤いた
参加型アートプロジェクトを実践してきた彼らが提唱する「スローアート」とは、⼈々が共に、ゆっ
くりと何かを創造することを通して、⾦銭とは別の価値や⽂化を共有・交換していくことです。⼤⼿
町に出現するスローアート制作のためのオープンスペースでは、⼦供たち、学⽣、同エリアで働く
⼈々や遊びに来た⼈々らと⼤規模インスタレーション作品を共同制作します。また、来年本番を迎え
る東京ビエンナーレ2023に向けて継続する本プロジェクトに参加したいメンバーも同時に募集します。
Slow Art Collective Tokyoで、ぜひ、アートで⼈々がつながることを体験してください。

報道関係者各位
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オーストラリア、メルボルン在住の加藤チャコとディラン・マルトレルが主宰
するアートコレクティブ。 2009年より、アーティスト同⼠、コミュニティ、
環境、⾃然、街、素材とのコラボレーションによって活動。直近の展⽰として、
オーストラリアのパワーハウスミュージアム、Mパビリオン、ビクトリア国⽴
美術館（「MelbourneNow」）、カッスル・メーンステート・フェスティバル、
ガートルード・コンテンポラリー、シンガポールのエスプラネード・シアター
ズ・オン・ザ・ベイなど。

Slow Art Collective（スローアートコレクティブ）｜アーティストプロフィール

⽇々、たくさんの⼈が⾏き交うオフィス街であり、⽂化的な賑わいも豊かな⼤⼿町に、誰でも参加可能なスロー
アートの制作スペースを設置。参加者とアーティストの⼿によって⼤規模なインスタレーション作品がゆっくりと
作り出され、⾒慣れた街並みがカラフルで有機的な空間に変容していきます。持続可能な芸術活動を試みる参加型
アートプロジェクト＝「つながりの装置」である本プロジェクトは、⼈々が協働してアートプロジェクトを実施す
ることでコミュニティが⽴ち上がり、多様な価値観を共有し合う点で、SDGs（持続可能な開発⽬標）や多⽂化共
⽣といった社会⽬標と共鳴する活動を創出します。

Slow Art Collective Tokyo（スローアートコレクティブ・トーキョー）では何ができるの？

普段、聞きなれない「スローアート」。公共空間において、持続可能性や多⽂
化共⽣などをテーマに、市⺠参加型アートプロジェクトを実践してきたSlow 
Art Collectiveのふたりが⽬指すものとは？⽇本初の展開となる「Slow Art 
Collective Tokyo」の構想についてたっぷりと伺います。

Slow Art Collective Tokyoに参加するには？

①きいて参加｜開催直前・国際オンライントーク“Slow Art Collective Tokyoとは？”

【⽇時】2022年11⽉10⽇（⽊）18時30分〜20時
【登壇】Slow Art Collective（加藤チャコ、ディラン・マルトレル）

中村政⼈（アーティスト、東京ビエンナーレ2023総合ディレクター）
⻄原珉（キュレーター、東京ビエンナーレ2023総合ディレクター）

【お申し込み】 https://artsticker.app/events/1860
※⽇本語通訳あり

Slow Art Collectiveのふたりが、⼤都会でリユース品や天然素材を使って、誰
でも参加できるアートな「場」を作りあげます。道⾏く⼈が思わず参加したく
なるような魅⼒的な空間を公開制作。

②みて参加｜⼤⼿町・⾼層ビルのスキマで公開制作！

【⽇時】2022年11⽉14⽇（⽉）〜11⽉16⽇（⽔） 10時〜17時
※天候により変動することがあります

【会場】東京サンケイビル ⼤⼿町仲通り側（千代⽥区⼤⼿町1-7-2）

参加無料

2022年11⽉吉⽇

参加無料

「Sensory Art Lab 3: Vision 2020」アボッツフォードコ
ンベント, メルボルン, 2020 Photograph: Slow Art 
Collective

「Slow Water Pavillion」タラワラ美術館, ビクトリア,
オーストラリア, 2021

Slow Art Collective（写真中央が加藤チャコとディラ
ン・マルトレル）

https://artsticker.app/events/1860
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アーティストが作り上げた⼤きな空間は、参加者が思い思いに想像⼒とあそ
び⼼を膨らませながら、カラフルな紐やロープを編み込んだり、新しいオブ
ジェを作ったりすることで、⽇々進化していきます。個⼈の創造の集積は、
やがて協働の⽣み出すかたちへと変容していくでしょう。ひとりでも、友⼈
や同僚、パートナーや家族とでも、気軽に参加できます。芸術の秋、アート
の作り⼿になって感性を磨きましょう！

③つくって参加｜Slow Art Collective Tokyo オープンデイ（⼀般参加の共同制作）

【期間】2022年11⽉17⽇（⽊）〜12⽉2⽇（⾦）
【時間】平⽇12時から18時半、⼟⽇祝11時から17時 ※天候により変動することがございます
【会場】東京サンケイビル ⼤⼿町仲通り側（東京都千代⽥区⼤⼿町1-7-2）
【参加申し込み】東京ビエンナーレ2023公式ウェブサイト、

または現地での当⽇お申し込みも可能です
https://tokyobiennale.jp/ 

※Slow Art Collective滞在期間は11⽉19⽇（⼟）までを予定しています
※11⽉20⽇（⽇）以降はSlow Art Collective Tokyoのコアメンバーや、有志のアーティストが
ワークショップを実施します（詳細は公式ウェブサイトまたはSNSでお知らせします）

■プロジェクト開催概要
【名称】東京ビエンナーレ2023 はじまり展 第2弾「Slow Art Collective Tokyo」
【期間】2022年11⽉14⽇（⽉）〜12⽉2⽇（⾦）
【会場】東京サンケイビル ⼤⼿町仲通り側（東京都千代⽥区⼤⼿町1-7-2）
【主催】⼀般社団法⼈東京ビエンナーレ
【後援】オーストラリア⼤使館、千代⽥区、中央区、⽂京区、台東区、⼀般社団法⼈千代⽥区観光協会、⼀般社団法⼈中央区

観光協会、⼀般社団法⼈⽂京区観光協会、東京藝術⼤学
【助成】令和 4 年度⽇本博イノベーション型プロジェクト 補助対象事業（独⽴⾏政法⼈⽇本芸術⽂ 化振興会/⽂化庁）
【協賛】⼤丸有SDGs ACT5実⾏委員会
【協⼒】株式会社サンケイビル、三菱地所株式会社、特定⾮営利活動法⼈⼤丸有エリアマネジメント協会、⼀般社団法⼈⼤⼿

町・丸の内・有楽町地区まちづくり協議会、株式会社モノファクトリー、アーツ千代⽥ 3331 ほか
【総合ディレクター】中村政⼈、⻄原珉
【アーティスト】Slow Art Collective（加藤チャコ、ディラン・マルトレル）

■東京ビエンナーレ2023とは
「リンケージ つながりをつくる」をテーマに、可視化できないつながりを⼈や⼟地、歴史、記憶、ものやことに⾒出し、新
しい関係性をつくりだす活動を現在進⾏形でおこなう国際芸術祭。世界中から幅広いジャンルの作家やクリエイターが東京の
まちに集結し、まちに深く⼊り込み、地域住⺠の⽅々と⼀緒に作り上げていく新しいタイプの芸術祭です。いよいよ来年夏か
ら秋に会期本番を迎える「東京ビエンナーレ2023」では、これからいくつものリンケージ（つながり）が⽣まれていきます。
Slow Art Collective Tokyoも、これを⽬指すプロジェクトのひとつです。
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参加無料

「Tanabata:Star Village」パワーハウスミュージアム,
シドニー , 2016, Photograph : ArtsPeople


